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キ
ノ
!
キ
ム

二
三
大

町
・
竹
町
・
自
第
一
前
等
の
名
を
生
じ
、
そ
の
惣
名
青
木
J

一
は
い
か
い
総
の
鹿
・
蕉
門
昔
話
な
ど
青
山
川
し
、
崎
年
キ
ム
ラ
カ
イ
木
村
安
泌
抑
制
加
ム
ハ
o
脱
は
鍔
山
一
見
定
育
に
仕
へ
て
武
功
が
あ
っ
た
o
次
い
で
精
山
山

新
保
と
い
う
て
ゐ
た
が
、
明
治
四
年
四
周
陵
町
を
木
一
幻
住
庵
に
住
し
、
凡
そ
安
永
巾
に
妓
L
た

。

川

人

は

鋤

主

o
w川
政
九
年
先
考
の
億
五
十
依
や
・
製
い
で
一
城
長
知
に
穂
じ
、
大
塑
寺
の
役
に
錆
ヶ
丸
一
一
帯
来
全

新
保
…
番
町
と
い
ひ
、
そ
れ
よ
り
順
次
鍛
へ
て
白
嶺
一
キ
バ
グ
チ
騎
馬
口
調

'g禁
が
十
月
十
一
一
一
日
六
組
御
歩
に
班
し
た
。
持
-PJW
川
米
雌
に
摂
ん
で
出
一
な
し
.
鈴
俗
図
ヶ
所

-ZMひ
、
加
増
ご
一
白
石
そ
得
て

附
や
・
六
番
町
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
一
附
で
、
帰
附
甚
助
に
奥
へ
た
感
朕
に
、
去
日
八
日
於
蹴
の
都
が
あ
旬
、
前
川
掛
川
股
の
来
し
た
時
そ
の
磁
誌
~
四
百
石
と
な
り
、
元
利
元
年
の
変
役
に
は
臓
や
預
け

キ
ノ
ネ
ザ
カ
木
ノ
根
摂
白
山
活
市
，
鍛
池
泉
か
一
加
賀
凶
能
楽
棉
騎
M
m
ロム
H

臨
時
之
時
首
…
打
鮒
之
一
お
や
滞
お
し
、
締
公
子
・
翁
中
.
の
祭
礼
亦
多
〈
業
そ
附
一
ら
れ
、
町
口
で
首
や
・
取
り
、
側
帯
丸
に
入
っ
て
前
十
・

ら
の
A

句
協
中
、
標
高
一

0
0
0米
の
念
坂
を
い
ふ
。
一
々
。
』
と
あ
る
o
こ
の
戦
は
永
除
七
年
で
あ
り
、
騎
出
向
と
し
て

mmん
だ
o
是
や
以
て
除
青
附
し
て
刊
五
十
石
一

A
H
は
せ
、
前
凶
利
治
か
ら
白
銀
一
一
枚
・
雌
子
一
一
つ

-m

キ
ノ
メ
タ
-
-
木
田
谷

M
U
メ
訓
北
郷
金
浦
郷
一
口
と
い
ふ
も
の
は
木
製
口
で
あ
ら
町
，
。
に
市
旬
、
組
外
に
班
せ
ら
れ
た
υ
必
永
六
年
六
月
什
↑
一
つ
脅
円
以
賜
せ
ら
れ
た
。

に

印

刷

す

る

郎

帯

。

一

キ

パ

ラ

木

原

以

前

郁

山

川

郷

に

臨

す

ろ

部

前

。

八

日

波

、

防

七

十

一

丸

υ
勾
様
、
小
は
子
去
来
令
制
い
一
キ
ム
ラ
ザ
ン
ゾ
ウ
木
村
三
議
前
川
利
家
に
荒

キ
ノ
メ
タ
Z
ジ
ヨ
ウ
木
田
谷
按
河
北
郡
木
町
一
キ
ハ
ラ
ダ
ケ
木
原
岳
以
南
部
木
阪
の

mwm北
だ

υ

一
子
で
仕
ヘ
、
そ
の
近
侍
と
な
っ
た
o
後
越
前
府
中
に

符
に
在
っ
た
。
懇
話
芸
州
志
故
一
一
斑
考
に
‘
賊
将
尚
一
方
に
あ
る
山
o
g
d
一
一
七
八
米
o
地
刊
第
一
一
一
紀
一
世
。
キ
ム
ラ
カ
ザ
ユ
キ
木
村
景
情
辺
部
…
一
三
郎
一
兵
衛
。
一
従
ひ
、
百
八
十
行
脅
賜
は
旬
、
小
符
の
役
・

η桜
山

橋
一
丸
一
隙
九
郎
よ
り
弘
代
七
左
衛
門
ま
で
こ
L
に
問
た
一
キ
ハ
ラ
ヅ
キ
木
原
月
以
弔
問
仁
川
信
仰
に
出
寸
前
川
利
家
に
仕
ヘ
て
八
千
行
-
P
・
受
け
、
限
民
元
年
九
一
の
役
に
功
-prI
て
‘
柳
誠
の
役
に
力
闘
し
て
戦
死

が

、

そ

の

子

に

京

り

土

民

と

な

っ

た

と

あ

る

。

一

ろ

部

訴

。

月

三

H
土
佐
守
に
任
ぜ
ら
れ
.
凶
作
・
指
・
し
た
0

ト
し
た
。
子
係
は
な
い
。

キ
バ
木
場
能
楽
部
製
部
郷
に
臨
す
ろ
部
w
m
o

一
キ
ピ
ヨ
ウ
貴
廟
以
前
柿
下
黒
川
の
内
の
小
字
。
キ
ム
ヲ
カ
ズ
へ
木
村
主
計
木
村
加
品
川
衡
の
子
。
-
キ
ム
ラ
シ
ゲ
タ
ネ
木
村
霊
積
辺
都
諒
右
衛
門
。

大
杉
谷
方
商
か
ら
夜
間
す
る
樹
木
の
集
散
地
だ
か
ら
一
キ
プ
ク
忌
服
務
政
の
時
服
伐
の
制
、
そ
の
開
中
.
計
前
川
利
M
N
の
地
所
得
、
加
恩
千
七
円
.bに
及
ん
失
四
郎
右
衛
門
京
民
は
柴
川
勝
家
の
民
で
あ
っ
た
。

こ
の
名
が
あ
る
と
い
は
れ
る
o

一
係
の
近
〈
L
て
潰
き
も
の
は
、
卦
脅
問
〈
の
日
よ
り
だ
が
、
後
致
仕
し
、
関
・
苅
の
役
木
村
鼠
成
と
共
に
大
.
軍
総
前
川
利
回
暗
に
結
中
守
山
に
初
出
さ
れ
て
刊
.haγ
・

キ
バ
ガ
タ
木
場
潟
能
楽
部
の
市
に
在
る
潟
湖
。
一
般
へ
て
山
氏
に
服
L
、
腕
き
宥
は
綬
山
氏
せ
ら
れ
た
ろ

H

坂
に
嬰
城
し
て
…
カ
の
怖
と
な
っ
た
o
次
い
で
再
び
一
領
し
た
o
子
孫
制
緩
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

旧
民
さ
一
四
…
八
米
、
幅
四
三
六
米
、
周
一
閥
抗
粁
六
、
一
よ
り
卸
し
た
。
後
背
に
在
・
り
で
は
札
前
・
ゃ
ん
刷
〈
よ
り
以
加
狗
に
来
り
腕
川
に
似
し
、
そ
の
子
揃
流
作
・
小
左
キ
ム
ラ
シ
ヂ
ト
シ
木
村
重
俊
逝
稽
醸
兵
衛
。

而
脱
…
一
一
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
郎
MmJ
坑
紫
・
木
紫
・
鬼
一
前
の
日
放
そ
除
き
、
そ
の
俄
す
所
の

H
故
や
州
民
に
料
術
門
の
一
一
人
は
父
方
の
や
一
ば
m
u
巾
村
側
一
九
布
術
門
の
・
碑
右
衛
門
賞
臓
の
子
。
限
u
N
元
年
十
五
歳
に
て
前
山

被

・

牙

測

な

ど

の

脆

併

が

あ

る

。

山

口

記

礎

自

民

一

丸

年

一

る

の

で

あ

る

。

氏

-PHし
、
航
び
に
新
知
-
一
一
行
石
宇
一
得
て
後
尚
泌
一
綿
一
利
由
民
の
小
々
将
に
召
出
さ
れ
、
食
機
ご
・
民
旬
、
利
市

八
一
月
朔
日
に
、
前
川
利
長
が
箪
を
踏
め
た
時
、
丹
羽
一
ギ
ヘ
Z

儀
兵
衛
陶
工
。
能
指
九
州
地
八
輔
の
人
O

L
・h-
ん

。

ん

の

時

に

一

宇

一

・

り

認

に

一

一

…

問

石

-prm
へ
、
延
貸
元
年
年
老

M
N
置
が
足
関
脅
以
て
木
場
測
に
舟
そ
浮
べ
、
百
十
挺
一
本
多
目
苦
に
法
相
杉
祭
に
附
邸
し
、
交
政
六
年
背
川
底
キ
ム
ヲ
カ
へ
エ
木
村
加
丘
一
衡
前
川
利
山
本
に
仕
一
い
た
る
脅
以
て
、
六
十
二
歳
の
作
茂
右
衛
門
慣
飾
に

の
銭
一
胞
-p-打
懸
け
た
と
記
す
。
貿
何
十
四
年
の
鋼
部
一
窯
に
従
事
し
、
小
野
紫
の
越
っ
た
昨
亦
之
荷
一
助
け
ヘ
て
一
一
…
川
.hと
剛
し
、
そ
の
子
主
-M
術
門
は
波
樹
氏
代
詩
せ
し
め
る
こ
と
ま
削
う
て
、
安
一
一
年
之
や
か
さ

に
、
南
方
は
大
明
寺
務
領
島
村
・
下
製
諸
村
が
搬
す
一
た
。
白
隠
製
鐙
の
功
勢
市
刊
と
し
て
知
ら
れ
ろ
。
ゃ
.
都
し
た
。
子
係
制
織
い
で
滞
に
仕
ヘ
ろ
。
一
れ
、
附
年
波
し
た
。
手
伝
・
九
十
一
一
一
。
岩
ヶ
淵
附
時
前

ろ
が
‘
制
御
は
惣
ぺ
て
加
賀
滞
領
で
、
臨
・
鮒
・
飴
・
裕
一
キ
ホ
ウ
イ
ン
寄
峰
院
大
山
市
.
寺
務
中
.
第
十
一
代
キ
ム
ラ
ク
ザ
Z

モ
ン
木
村
九
左
衛
門
大
明
寺
の
終
が
あ
ろ
。

老
・
品
問
州
・
・
良
識
や
・
議
す
る
と
あ
る
。
一
前
川
利
市
の
子
訴
一
…
郎
の
法
明
。
詳
し
〈
は
内
川
崎
院
縦
士
。
娃
従
九
年
伊
八
九
兵
衛
ハ
峨
問
刊
行
)
間
的
の
後
キ
ム
ラ
ジ
ン
ゾ
ウ
木
村
甚
指
蹴
初
め
て
行
五
十

キ
ハ
タ
・
既
白
俳
併
で
、
別
総
札
官
官
一
品
樵
文
は
山
由
民
一
一
良
川
公
清
涼
部
靖
子
。
ゃ
受
け
て
袋
行
令
制
約
し
、
紘
一
一
一
一
円
五
十
行
荷
受
け
¥
石
・
そ
領
し
て
組
外
に
斑
し
、
学
保
三
年
一
丸
十
.hや


